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The Reflexive Prefixes yay- and si-  




要旨：It is known that Ainu has two reflexive prefixes yay- and si-. The difference between these prefixes 
has been said to be the following: yay- is intentional , while si- is unintentional.  However, there are a 
number of cases that this explanation does not work well, since si- may be used to express various 
activities that are clearly intentional. In this article, I try to explain the difference systematically in terms 
of the notions of “direct reflexive” and “indirect reflexive.”  In the direct reflexive (yay-), the 
coreferential subject participates in the activity directly, while in the indirect reflexive (si-), it 
participates in the activity only indirectly either in the sense that the subject “does” the activity only with 














 金田一(1931: 149): 
 
再帰動詞の形に二通りある。yai- を添へること、shi- を添へること。pusu は水中
から地中からなど出す意で、yai-pusu は自身を出す即ち出づること。shi-pusu も自
アイヌ語千歳方言の再帰接頭辞                                         佐藤知己 
yay- と si- について                                                                       
分を出す即ち出づる意であるが、yai- の方は意志的、shi- の方は無意志的である。 
  Hekachi   petorun    raukushte  aine     yaipusu. 
   男の子が 川の中へ くぐつて やがて 浮び出た 
  Rai ainu  shipusu    ranke  shipusu  ranke  mon    shiriki. 
   死 人が 浮び出で つヽ 浮び出  つヽ  流れて  ゐた 















 知里(1974: 97): 
 
pusu 出す、yai-pusu 出る。shi-pusu もある。前者は意志的で後者は無意志的。 
 





 知里の説明も、基本的には金田一(1931)を踏襲したもので、yay- を「意志的」、si- を「無
意志的」としているということができる。 
2.3.  田村すず子 
田村(1956: 52): 
 
 yay- と si- に同じ日本語訳をつけたが、意義素は異なる。大体に於て yay-
                                                  
1  知里の文法概説には知里(1973)もあるが、基本的な内容には大差ないと判断し、ここではあげなかった。 
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は意志のある自分を、si- は意志のない自分を表すと云える:  pusu 《（沈ンデイ
タモノヲ）浮カバス》、yaypusu《自分デ（泳グナリ何ナリシテ）浮キ出ル》、sipusu
《ヒトリデニ浮キ上ル》。化石化したものに於ては、これはあてはまらない。なお、






 yay-kik「自分を打つ」：kik は、「〜を打つ」。 









 yay- ヤイ-2 も《自分自身》を示す再帰の接頭辞だが、意味・用法に違いが ある。
yay- ヤイ は、それが目的語として接頭している他動詞の主語と同一 人物を指す
が、si- シはそうとは限らず、多くの場合、それが接頭している語が含まれている動
詞句の（したがってその節/文の）主語と同一の人物を指す。同じ語に yay- ヤイ、
si- シ の両方がそれぞれ接頭してできた対の語もある。次の一対の例では、yay- ヤ




 田村の説明も、基本的には金田一、知里同様、yay- を「意志的」、si- を「無意志的」
とするものと言ってよいであろう。 
2.4.  中川裕 
中川(1995: 204): 
  
 si- 【接頭辞】 自分を。自分に。自分の； 動詞のとる名詞の数をひとつ減らす。
例：si-turi「自分・を伸ばす」＝「伸びる」。si-pita「自分・をほどく」＝「装束を解
                                                  
2 原文ではハイフンがある表記とない表記とが混在しているが、原文のままとした。 
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く」3。 
 
 中川(1995: 384)： 
 
 yay- 【接頭辞】 ① 自分を。自分に； 動詞のとる名詞の数をひとつ減らす。
② 自分の。yay-kotan-ka epunkine「自分の・村の・上を守る」。 
 











れている yay-kor-e「自分に持たせる（=持つ）」は確かに yay- が kor「持つ」 の「他動
作主」であるが、同じく例として挙げられている yay-otuwas「自分を誉める（=自信を持
つ）」は通常の解釈では yay- を受動者と考える他なく、yay- を他動作主的とする解釈と
の整合性がない。また、si-kor-e を、「親 i が自分 i を子供に持たせる」と分析し、「子を
産む」という意味になる、と説明して、si- が「受動的」である証拠であるとするが、こ
れ自体は si- を受動者と解釈できるから良いとしても、今度は yay-pusu「自分を出す（=
浮かび出る）」のような例における yay- の処理に困難が生ずる。yay-pusu の yay- は、
yaykore の yay- と並行的な意味では他動作主的とは言えないので、事実とうまく合わな
い。つまり、yay-kor-e は「自分が・〜を持つ・ようにさせる」と解釈できるので yay- を
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3. 千歳方言における yay- と si- の用法 
先行研究の検証のため、以下では筆者自身の調査データから、yay- と si- の用例をみてい
くことにする（特にことわらないかぎりアイヌ語のデータは白沢ナベ氏のご教示による。記
して感謝申し上げる）。 
3.1.  yay- の用法 
以下では主な yay- の用法を、便宜的に 1) 非使役的な他動詞の目的語の位置を埋める場
合4、2) 使役的な他動詞の目的語の位置を埋める場合、に分けて挙げる。 
 
 1) 非使役的な他動詞の目的語の位置を埋める場合 
 
(1)  pirka    hi  e -yay -reka. 
   きれい 事 ついて-自分を-誉める 
   「（彼女が）美人であることについて自画自賛する。」 
 
(2)   ku-mantari         ku-yay-ko-sina. 
     1SG.SUBJ-前掛け 1SG.SUBJ-自分を-向かって-縛る 
   「自分の前掛けを私は締めた。」 
 
 2) 使役的な他動詞の目的語の位置を埋める場合 
 
(3)  na    rewsi   sekor hirosima un  utar   haweoka  korka  
     まだ 泊まれ と   広島    の 人々 言う    けれど 
     okkaypo  ek   kuni  ye    a   p     sekor  ku-yaynu        kusu  
   若者   来る と  言う た もの と   1SG.SUBJ-思う ので 
     ku-hosipi.       ku-yay-kimatek-ka                  wa  
   1SG.SUBJ-戻る 1SG.SUBJ-自分を-あわてる-させる て 
     ku-hosipi        ruwe  ne      wa. 
     1SG.SUBJ-戻る 事   である よ 
   「まだ泊まれと広島の人々が言ったけれど若者が来ると言ったのに、と 
   私は思ったので帰った。私はあわてて帰ったんだよ。」 





                                                  
4 yay-、si- は独立の名詞ではないが、名詞的に機能して動詞の目的語のようにふるまう。このことを「目
的語の位置を埋める」と表現することにする。 
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 1) 非使役的な二項動詞の目的語の位置を埋めるもの 
 
(4)   sunku anakne,   peka    ta  si-pusu       wa  mom   pe     ne 
   エゾマツ は 水の上 に 自分を-出す て 流れる もの である 
   「エゾマツは水に浮いて流れるものだ。」 
 
 2) 使役的な動詞の目的語の位置を埋めて、「〜してもらう」意を表すもの 
 
(5)  inan kun  ne yakka pirka  na.  ku-si-kasuy-re                  rusuy  na.   
     どの 人 で も  いい よ  1SG.SUBJ-自分を-手伝う-させる たい よ 
     「どの人でもいいよ。私は（彼に）手伝ってもらいたいよ。」 
 
     eytasa   ku-kimatek         wa  kusu  k-oripak         korka  
     あまり 1SG.SUBJ-あわてる て ため 1SG.SUBJ-畏まるけれど 
     kamuy  ku-si-kaopiwki -re 
   神    1SG.SUBJ-自分を-救う-させる 
   「あんまり私はあわてたので恐れ多かったけれど神様に助けてもらっ 
   た。」 
 
 3) 「自分を〜させる」で「〜のふりをする」という意味を表すもの 
 
(6)  ku-ko-si-ranpewtek-ka                       wa  k-an. 
   1SG.SUBJ-ついて-自分を-無知である-させる  て 1SG.SUBJ-いる 
   「私は（それを）知らないふりをしていた。」 
 
 4) 動詞に付いて位置の基点を表すもの 
 
(7)  arkamyasi  e-e              rusuy  kusu  e-si-ko-ek-te  
   化け物   2SG.OBJ-食べる たい ため 2SG.OBJ-へ-来る-させる 
     wa  e-ek           katu  ne       anan  pe 
   て 2SGSUBJ-来る 有様  である た   もの 
   「化け物がお前を食べたいからお前を自分のところへ来させてお前が来 
   たという有様で（実は）あったのだが」 
 
(8)   a-mutemusi       a-si-ko-etaye. 
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     1SG.TR.SUBJ-刀 1SG.TR.SUBJ-自分を-向かって-引く 
   「私の刀を私は（鞘から）引き抜いた。」 
 
 5) 名詞に付いて位置の基点を表し、主語と同一指示的なもの 
 
(9)  si-y-etok            un  inkar-an              akusu 
     自分を-挿入子音-前 へ 見る-1SG.INTR.SUBJ  と 
   「自分の前の方を私が見ると」   

















 結論的に言えば、yay- は「直接的再帰接辞」、si- は「間接的再帰接辞」という用語で









いう意味が生まれるのである。また、切替(1987)が si- の「受動性」の根拠とする si-kore 
の例は、「自分に持たせる」 という意味は yaykore と基本的に全く同じであるが、si- に
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な si- が用いられる、と考える。 
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